
東北ブロック支局企画
盛岡に集合！合同おしゃべり会

東北ブロック政策委員　佐原若子
盛岡市議　縄手豊子

東北支局責任者　大石田町議　二藤部冬馬
 

＊午前：みんなで囲んで交流会。ボランティアについて。 
＊午後：プレゼンテーション 

 
4月21日（日） 

午前10：30～15：00 
途中お昼休憩あり。 

 
仙北地区活動センター　 

午前：和室 
午後：第2集会室
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にとうべとうま
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昭和５７年1月18日　山形県大石田町生まれ

日本大学文理学部文学専攻（英文学）卒業

東京にて俳優養成所の仲間と小劇団旗揚げ（出演・脚本・演出・音楽担当）

インディーズレーベルよりCDデビュー（インストゥルメンタル作品）

ボーカロイド「初音ミク」の楽曲制作（二藤部冬馬 feat. 初音ミク　として販売中）

H26年～公立中学校英語教員

令和元年　大石田町議会議員選挙　初当選

令和4年　れいわ新選組に入党



プロフィール①2期目当選

2023.11月　大石田町議会議員選挙　2期目当選　6位　352票（無所属10人、

れいわ公認1人）
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主なテーマ

・政治家になった理由

・教育現場の現状と課題

・地方衰退の現状

・ロスジェネ世代
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2000年ごろ、演劇・音楽活動を目標に上
京。1997年の消費税5％へ増税を機に急
降下する日本経済を東京で見ることにな
る。アルバイト先では、「１００年に一度の
大恐慌。働けることがありがたいと思え。」
と言われながら働く。上がらない賃金。上
がり続ける税金。見つからない雇用先。働
けど苦しくなるアーティスト生活を体験。

ロスジェネ世代　2000年～
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日本の現状②
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非正規労働者　2009年～

20代後半。いわゆる「安定」を求め
て、就職を考えるが、当時、日本の
現状はまさに地盤沈下。周りを見渡
せば、低賃金、非正規、長時間労
働、厳しくなっている同世代の働き
方。

希望の職種にと、学び直す事を選択
した自身も、学費を工面しながらの
生活で、一時ホームレス状態に。
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教師として見た教育現場の現状　2014年～

教員免許（英語科）を取得し、2014年よ
り念願の中学校英語教員となる。子ど
もたちとの日々は、最高の時間であっ
たが、人材不足、予算不足の中、過労
死ラインを超える長時間労働を幾度も
経験。疲弊し辞めていく同僚。自分自
身も過労・ストレスによる病休を体験し
た。子どものためにもならない、働く教
師のためにもならない、教育現場の現
状を訴える。
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地方議員として　2019年～

2019年、地元大石田町議会議員選挙に出馬、初当選。

地方議員として、教育現場の労働環境是正、ロスジェ

ネ、若者の移住定住、子育て支援、福祉、人口減少、少

子化問題へ取り組むも、行き着くところは財政難。行き

届かないインフラ整備、公共サービス。進まない賃上

げ、雇用の場の不足。  

↓

教育現場の問題と同等に「地方衰退の現状」に危機感

を覚える
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れいわ新選組として　2022年～

大切な仲間も建物も日に日に失われてい
く、地方衰退の現状を目の当たりに。

地方における積極財政の必要性、すべて
の世代が前向きになれるような政策の必
要性を訴える。出身の山形県大石田町。
90年代まで1万人を超えていた人口は、
現在約6200人。令和4年度の婚姻件数
は、わずか4件。令和5年度上半期出生予
定数は3～5。

40歳を手前に町を出ていく同世代。
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町議会議員として、
教育現場の現状と同様、地方衰退の現状に危機感を抱く
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地方衰退の現状①　大石田 ※参考資料： R2大石田町人口ビジョン、町民税務課作成  出生総数資料

ピーク時人口1万人以上（1996年ごろまで）⇒　現在約6200人

※年間約200ずつ減少傾向

出生総数

1980年 159人

1996年 71人

2022年 17人
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地方衰退の現状②

大石田町　婚姻届け出数（町内在住）

令和4年度　4件

令和5年度　5件    ※（2月末時点）
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地方衰退の現状③　大石田町推定独身者の状況（R3.10月調べ）
※町民税務課作成資料参考

20代男性　88.4％（199人）

30代男性　58.1％（157人）

40代男性　47.2％（192人）

50代男性　41.3％（162人）

60代男性　25.6％（152人）

20代女性　85.4％（170人）

30代女性　42.4％（97人）

40代女性　32.1％（125人）

50代女性　19.7％（71人）

60代女性　17.6％（103人）

※30歳～59歳までの男性平均未婚率48.9％
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調査方法　※同一世帯に配偶者が無い人を独身者と推定した
※配偶者が無い理由（未婚・離婚・死別・婚姻中の別居）は不問



性別による人口の不均衡　ー内閣府資料ー地域の経済2023

地方では性別による人口の不均衡という構造的な問題

も生じている。20～34歳の未婚者の男女人口比（女性１

人に対する男性の人数）を都道府県別にみると、1.2を

上回る県は24県、1.3を上回る県は７県あり、特に若い

女性の流出が進む北・東日本では相対的に未婚男性の

比率が高くなっている（第１－２－13図（１））。未婚者の

男女人口比は、若年層では年齢が上がるに連れて高ま

る傾向にあり、30～34歳では1.6を上回る県が８県にも

なり、性別による人口の不均衡はより深刻になってい

る。（第１－２－13図（２）～（４））。こうした性別による人

口の不均衡は、中長期的に地域の少子化・人口減少に

つながり、地域経済の存立を危ぶませる要因となってい

る。
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2050年。福島県を除く東北各県（青森、秋田、岩手、山形）は仙台市の人口（99万8

千人）を下回る。盛岡市は22万5333人

18出典：日本の地域別将来推計人口（令和5(2023)年推計　国立社会保障・人口問題研究所
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宮城県自体も人口の半分強が仙台市民となる推計。

出典：日本の地域別将来推計人口（令和5(2023)年推計　国立社会保障・人口問題研究所



山形県の人口、約106万人(2020年) ⇒ 約71万人(2050年)の推計。大石田町は、約

6200（2023年）⇒3082人（2050年） 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出典：日本の地域別将来推計人口（令和5(2023)年推計　国立社会保障・人口問題研究所



どうして地方から人がいなくなったのか
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私が考える地方が衰退した理由

・誤った国の政策により日本全体

が貧しい

・もともと賃金が低かった地方で

は、結婚や子育てを含む生活の希

望すら叶わなくなった

・少しでも生活の安定を求めて仙

台や東京へ（賃金の格差）

・農業などの産業でも生活できなく

なった

22



日本の現状②
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日本の現状③　税負担率
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日本の現状④　最低生計費は？
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地方政治は何をしていたか？
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予算、政策、条例改正など何でも国のいいなり状態

↓
地方自治権は？
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議員辞職を考える　R4年4月ごろ～

教師を辞めて政治の世界へ

圧力、緊縮・あきらめ路線の行政・議会の状態に絶望

「町議会議員でいる意味は？」

と、考えるようになる
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れいわ新選組へ

・れいわ新選組の政策や理念を知るきっかけ

⇒政策に賛同

・某ユーチューバー「ロスジェネ世代で緊縮路線

の地方政治を目の当たりにした二藤部さんに

とって、れいわ新選組との出会いは必然だった」

・一員として活動することによって、今の政治に

必要なことを訴えることができたら
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国と地方でやるべきこと

国　⇒　積極財政

①消費税廃止（減税）　②季節ごとの現金給付　③最低賃金全国一律化

※1人ひとりの生活の底上げ

地方　⇒　積極財政

①基金を使った負担軽減（積極財政、地方に住む人々の生活を守る）

②地方からも積極的に財政出動を求めること。
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40代二人以上世帯の貯蓄額

平均値：852万円

中央値：250万円

40代・50代単身世帯の貯蓄額

中央値：53万円

出典：金融広報中央委員会「家計の金融行動に関する世論調査（令和4年）」
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ロスジェネ世代の言葉

『このまま政治が変わらなければ、孤独死するか自殺するか、自分で
選択しなければならない時が来る』
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誰もが生きててよかったと思える社会へ
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お知らせ

・ポスター掲示依頼

・ポスティング

・スタンディング

・街宣
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